
大
正
回
年
六
調
士
十
↓

a
S
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郷
但
蜘

s
w
n
'昭
一
回
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園
・
計
》
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論

刷

趨

取

借
業
税
に
於
け
る
累
準
一
課
税

一
午
均
生
産
力
識
に
つ
い
て

我
岡
山
生
命
保
険
業
の
首
唱
ご
先
駆

純
済
静
皐
ご
経
清
動
風
下

祖

肌

常

山

北
米
合
衆
闘
の
農
業
問
題

景
気
礎
動
ご
日
本
資
本
主
義
の
成
立

明
治
政
府
の
貸
附
金

都

棺

錦

隊

撤
業
に
つ
い
て
の
一
管
見

徳
川
時
代
の
商
人
カ
ル
テ
ル
・

調
逸
信
用
組
合
の
近
状
・
・
・
・
・
祖
神
明
十
一

禁

椋

制

度

に

就

て

・

-

目

E

・
判
決
弔
士

新
地
祖
法
案
の
税
率
・

近
着
外
同
経
済
雑
誌
主
要
論
題

k
A戸
川

甲

k

i
z
↑
一

文
平
博
士

北
町
中
州
附

J
J

文
串
博
士

相

持

品
e

士

組
済
問
中
士

相
岨
川
四
十
士

k

h

M
戸
中

l

i
t
-
-

調
品
開
山
市
下
イ

相
岬
山
明
博
，
r 議

飽

範

米三高神

田油田戸
庄
太周保正

ms i'f ，馬雄

入

木

芳

之

助

谷

口

吉

彦

吉

川

秀

造

崎

市

事

ム

H

n
M
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回

一

J
U

金
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、
砂
t
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野

和

太

郎

楠

見

一

正

岡

本

清
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相
側
逸
信
用
組
合
の
近
状

楠

]1'. 

見

(ー)

十
九
世
相
似
の
中
架
肱
洲
大
陸
を
襲
っ
た
純
情
的
大
不
況
は
一

お
庶
民
附
叫
料
配
飢
餓
に
洲
ず
る
の
州
内
山
K
陥
れ
た
が
、

ー
他
万

に
於
て
之
等
箔
川
目
白
救
消
の
時
め
に
た
消
的
組
合
運
動

E
勃
興

せ
し
む
る
に
至
っ
た
。
此
の
時
に
宙
り
猫
逃
の
産
業
組
合
は
偉

大
た
る
二
人
の
手
に
依
っ
て
創
設
せ
ら
れ
た
O
で
あ
る
。
而
も

此
の
二
人
は
各
共
活
動
白
方
向
を
異
に
し
た
が
矯
め
に
.
調
迎

。
産
業
組
合
も
亦
二
つ
の
系
統
に
依
っ
て
育
ま
れ

τ米
た
。
印

ち
一
は
一
八
川
九
年
比
初
め
て
創
設
せ
ら
れ
た
ラ
イ
フ
ア
イ
ゼ

ン
氏
の
農
業
者
主
主
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
一
八
五

O
年

の
創
始
に
か
L

る
シ
且
ル
ツ
ヱ
・
デ

l
p
ッ
ツ
ヱ
氏
の
都
市
商

工
業
者
及
努
働
者

E
中
心
k

と
す
る
信
用
組
合
之
で
あ
る
。
か
く

し
て
両
者
は
毅
然
た
る
旗
峨
の
下
に
漸
次
護
法
し
た
が
、
之
と

雑

錐

猫
地
信
川
組
合
の
近
枇

共

ι資
金
需
給
白
岡
滑

ιは
大
左
る
不
便

E
感
4
y
る
K
至
っ
た

の
で
、
ラ
イ
フ
ア
イ
ゼ
y
氏
は
多
年
白
熱
心
在
る
研
究
の
結
果
、

創銀れが
立行得
せ」な

ら二由通
る hf つ

止EE
至ぬら
fコ F 、
7こ・早更

2)~. IC 

之~又
生ー の
玉、J' ?"' 
中島ノ'¥.
-'Jとi:f--l; 
機百四
属高 _ :'¥巳

rD 正--;
護~ ~~Q 
建畠麹
.!: g農
共骨業
に=中
が央

一
八
七
二
年
「
ラ
イ
ン
操
業
的
産
業
組
合
銀
行
」
=
同
一
Z
E
R
F

F
ロ内
723RYMHEwnro
の
gio目
四
回
目
】
宮
司
切
σ同
HMF-
の
名
の
下
に
、

一
白
産
業
組
合
中
央
機
闘
を
創
立
す
る
江
歪
つ
允
。
彼
は
之
に

依
っ
て
組
合
の
金
融
、
検
奈
及
所
嵐
組
合
J
W

結
合
闘
係
主
制
滑

た
ら
し
め
ん
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。
共
後
一
八
七
川
年

ιロ司』

ー
と
に
夫
々
巾
先
機
脚
白
別
立

E
児
た

宮
山
内
抑
止
と
目
指
巳

o
f

向
此

o=一
銀
行
で
は
共
白
金
融
に
於
て
一
小
十
す
な
る
を
箔

叉
他
耐
に
於
て
産
業
組
合
に
法
律
上
の
根
協
が
興
へ
ら
れ
た
。

凋
逸
の
商
業
組
合
に
法
制
上
の
税
制
を
加
へ
た
は
瓜
初
の
も
の

は

一
八
六
七
年
の
プ
ロ

U
7
悶
法
で
あ
る
。
後
一
八
八
九
年

漏
趨
帝
閣
の
産
業
組
合
法
律
と
た
り
、
翌
年
よ
り
賞
施
せ
ら
れ

た
が
、
共
後
最
近
で
は
一
丸
二
二
年
、
一
丸
一
二
二
年
.
一
九
二

六
年
の
改
E
が
加
へ
ち
れ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
漏
出
坦
白
産
業
組

第
二
十
丸
谷

第
五
扱

ゴL

七
六
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轄

錐

猫
抱
信
用
組
合
目
逗
依

合
は
著
し
き
設
建
を
見
つ
L
あ
っ
た
が
、
彼
の
欧
洲
大
戦
争
は

凡
て
の
獅
治
経
済
力
を
破
壊
し
、
産
業
組
合
も
之
と
運
命
を
共

に
せ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
然
し
戦
後
通
貨
の
安
定
主
経
済
活

動
力
の
復
習
は
狗
ぬ
一
搾
業
組
合
の
情
動
E
復
活
せ
し
め
、
着
賞

な
る
護
誌
を
一
部
し
つ
L
あ
る
。
最
近
目
-
E
5
岳
町
の
2
0
ω
目
出
中

誌
は
澗
通
産
業
組
A
ロ
銀
行
=
C
2
0
5
E
n
E門

o
d
 

ωげ
C
U
2
2
の
組
閣
業
報
品
山
町
波
去
し
T
ぬ
る
。
今
之
↑
似
つ
亡
以

nF山
田
明

g
o
m
o
ロ

下
少
し
く
共
の
近
株
主
窺
っ
て
見
た
い
・
と
思
ム
。

C二)

一
元
来
産
業
組
合
の
信
用
機
闘
に
於
て
は
信
用
出
荷
裂
に
制
す
る

自
助
的
制
念
が
皆
利
的
助
閃
よ
り
も
温
か
に
強
く
、
信
田
川
能
力

あ
る
共
同
岡
胞
に
於
け
る
受
信
力
を
杷
掛
せ
ん
Lι
す
る
も
の
で

お
る
。
シ
ユ
ル
ツ
エ
氏
の
信
州
組
合
は
図
ι誌
の
補
助
に
抑
制
ち
ゃ

し
て
み
一
〈
組
合
員
相
互
の
力
の
み
に
よ
っ
て
自
立
せ
ん
と
す
る

に
反
し
て
、

ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
y
氏
の
信
用
組
合
は
間
接
に
園

第
二
十
九
番

七
六
四

第
E
蹴

四
O 

家
の
資
本
を
要
求
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
産
業
組
合
銀
行

=
日
g
o
u
目
g
n
z
r
E
M
r
z
占
は
成
誌
に
於
て
は
短
期
信
用
に

封
す
る
信
用
組
合
z
同
日
島
常
ロ
自
話
口
百
]
話
再
2
=
及
貸
附
組

A
q
-
-
口
出
叶
戸
市
F
0
5
E
目
。
ロ
品
目
ロ

t
並
に

JK捌
信
用
に
謝
す
る

地
主
金
融
組
合
三
E
ロ
骨
n
g
p
g
一
『
及
家
主
組
合
=
回
目
ω
Z
u
，

で ら義自於る吾
あ産〈の Eて川)~ 
る蛍産信 Eは印 Eう
だ製部 E草ち 2

1 合 告二業府四
番且銀止の組 J:'I~! 自
行行指み合制旦
ののすを銀行邑
惜~も指行ー 3
当主 i宏子は・4 戸

井42ぷも信長
i5"-ててのJjj
は世あ L 剖1
陥きる如合;:0，白

JJ たそ〈
にいで円の

殻haぁ止 :m:
苓ふりモ~. 'c 
-1T 0，，... ~ L.， 

S、埼Z122-マ;
.. .，) 1J止のの

i E理Z
の 扶巾中

の
四
つ
を
包
含
す
る
も
の
で
あ

民
主
【

X
企
-
一
戸
苛
ト
h
F

一
九
二
丸
年
間
月
末
に
護
表
せ
ら
れ
た
替
業
報
告

に
依
れ
ば
本
年
一
一
月
末
の
精
算
止
問
月
末
の
概
算
と
が
明
か
に

せ
ら
れ
て
ゐ
る
o
今
そ
の
替
業
報
告
を
示
せ
ば
第
一
表
の
通
り

で
あ
る
。

第

表

産
業
組
合
融
行
持
業
成
績
表
(
単
位
千
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
)
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monatsbilanzergebni-sse der Genossenschaftslmn"kcll Eiide April 19<:9・
凶みに此雑請は初lbSchulze-Delitzsch氏自創始に係り辿制1今何にAべるも
のであ00
l'-rlf:d'ricfi Leitner， .tlankbetrieb llnd Bankgeschafte. J923. S. IJI 

3) 

4) 



A
 

羽
金
、
外
岡
貨
帯
、
及
利
附
読
罪
祉
に
縫
券
融
行

前
草
加
初
、
郵
便
小
削
手
勘
定
に
於
け
る
債
拙

庫
業
相
A
n
巾
血
へ
信
用
機
刷
(
ド
レ
ス
デ
ン
雌
行
一
d

7

ロ
シ
ム
マ
金
時
及
中
央
金
附
)
に
情
け
る
債
拙
一
一

共
他
白
銀
行
、
貯
蓄
銀
行
、
信
川
机
合
隼
に
於
一
(

狩

る

債

措

一

』 則

産

同
有
の
有
情
誼
品
却

下

市

あ
る
有
償
詩
券
に
謝
す
る
貸

貸
付
金
北
仙

不
動
巳

z
z
t

商
品
揖
保
貸
出
合

誰
押
貸
付

A
保
詩

情
座
預
金
貸
越

期
限
刊
の
持
常
構
措
保
債
措

A

F

4

t

内
抱
保
祈
倒

櫨

統

的

配

協

土
地
及
諸
施
設

其
他
の
刷
局
(
雑
費

A
蹴
視
を
合
む
)

B 

債

務

雑

録

猫
迦
信
用
組
合
。
託
駅

精

一
九
二
七
年

十

二

月

末

(
=
民
一
)

回一
J
両省

均一、
H恒
国

;!Iu 三
点口

説室

Z
L
省、旦屯七

古品、量一一回

七五=一、八九回

一昌也、出コロ

入、昔
A
四

国
一
、
王
室

内
、
軍
盆

、-一品一一、宅苫

算

報

骨

-
九
二
八
年

十

二

月

末

{
一

z-e

回
目
、
Z
A

吉一、同亘ニ

回し唱、五九口

一毛
J
X却

a
u
i、
叫
ん

一
口
、
音
五

習
員

一一一一品、金也

A
J

一-一、口八口

五一、閉口己

一晶、口
A
四

品、ョ一白口

且一一、包一

回
問
、
士
宅

一、抗告一、一七屯

-u 均一一 九
五石歪九五宅全元 =士宮望

言柔量三g呈星空皇 室昭三呈-

第
二
十
九
番

櫛

一
九
二
八
年

十

二

月

末

(一一口唱)

回一、剛民也

耳
岡
、
耳
耳
式

四一、口月八

一雲品、七七口

立点、九八九

九、一一己
三一生-

一口口、日目
-4

A
一向、回=亘一口

回一、口九一

一
五
、
吉
正

也、
n
Z
{
]

盟
、
一
千
話

回口、七口均

一、閉山円入、九品川一円

七
六
五

算

報

告

一
九
ニ
九
年

二

月

末(一一口一一}

一豆、口品同

室
、
一
晃
長

ニ史実宅、、、、
興活元完
エ-~ -1;;; 0 

回一
A

一口以
J
A
M
E
a

A
也晶、同一一

旦口、一一-一手
A

一五、山己
A

唱、
hEL骨

量
、
友
一

一回、
h
z
ニ

一、百一一五、幸一一

第
五
焼

回
卓 也一 一ー

盃三見凡玉音這二 三克呈型 芳夫会周
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特

依

絹
泡
信
用
組
合
白
近
扶

組
令
貝
出
費
甑

鋭

立

金

一

座
業
組
合
中
央
信
用
掛
酬
(
ド
レ
ス
デ
ン
銀
行
一
d

プ
ロ
シ
ア
金
剛
且
中
央
金
山
)
に
謝
す
る
債
務
一
{

其

他

叩

銀

行

に

於

け

る

債

務

一

}

貯

詰

間

金

、

関

金

及

借

人

金

一

内

要

求

腕

内
一
ヶ
刀
以
内
山
川
山
山

t
m

内

三

ケ

H
以

上

回

問

限

の

も

の

一

小
切
手
R
A
悦

座

勘

定

債

務

一

共
他
仙
構
者
勘
定
(
手
形
引
受
借
入
特
別
財
産
一

等

)

一

其
他
の
債
務
(
祇
叫
債
務

A
枇
盆
を
合
む
)

c
n
uよ
両
者
に
含
ま
る
る
も
の
一

手
形
保
説

A
保

詮

債

務

一

手
形
裏
書
上
の
債
務

誼

歩

定

期

取

引

上

の

債

務

一

一五一、也
Z
A

内
A
J
A
4

一

壬も

弐
皆凋

↓一口束、・(七一

一一一一、一出品

F

↑一工、あ
F
4

2
百一A
、恒同
A
N

J
=
A

、一一七五

J
4

、、、
lu

、

4

3

3

，
 

一孟一E
、=一八

一
、
ュ
告
一
、
毛
岨

Z
回、刊量
A

一人
A

、A阿
A

出、一己(〕

一会、突入

也一一、
λ
己均

一色豆、企画

-5、占同士山

AL九回、去一回

一旬口、九
A

回

目
円
占
罰
金

一口八、苦孟

一五一一尚南、占九一一

三
、
号
室

晶一、晶一一

一
、
宇
告
一
、
一
芸

一豆、一九
E

Z
A

目、A
内
A

点、尚一古

之
に
依
っ
て
見
れ
ば
本
年
二
月
末
の
判
官
就
概
算
に
於
て
は
報

第
二
十
九
巷

一日一辺九一一一一一一一一一…一
Z
E
.
品目白

q

吾
、
口
閉
パ

出品、
z
一一一日

セ
六
大考奇雫一〔一

言;童三

一回
J
品九回

七
七
九
、
当
昌

司同一一、
A
省二五

日出向、九七晶

一
一
呂
.
口
合

吾
ヨ
‘
回
一
盟
-

戸口、出向一

A
-
、九九月一

一、男
A

、発点

豆毛同五一ー、.
毛恩空
，.事;;..~ニ

第
五
都一点晶、古

E
M

U
口、五人己

EE--
品、」唱向{〕

ニ一、口
n
A
山

A
宝
、
金
凶

一点回、丸型一

訓コ司、ー、五、

V
に
よ
ノ
ニ
Z
F

一一-口昔、
Z

一王国

三豆、=百一昌

一口、
A
】三

百一

A
、夫人

一、吾一品、元一主墨書
四

一
七
月
、
若
旦

屯園、一手八

回口、一克戸

日一一品、一一戸自己

九{宮町、宝章

一
去
、
自
旦
-一-
一
Z
E
J

一省担

一口、
A
-
-

塁
、
主
主

一
、
且
室
、
一
-

E
Z

、ha-

三
s
d
P
E
a
-

一回託、一三六

五、九附
Y
A

一
O
六
で
あ
っ
た
に
封
し
、
問
月
末

ゐ
る
。
之
は
概
算
に
報
告
し
な
か
っ
た
小
産
業
組
合
銀
行
が

告
産
業
組
合
銀
行
教
は
一

の
報
告
銀
行
政
は
一
一

O
八
と
な
っ
て
ゐ
る
。
二
月
末
の
精
算

一
プ
ヶ
月
後
の
精
算
に
於
て
報
告
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

都
市
産
業
組
合
銀
行
は
共
=
一
1
1
四
月
比
於
け
る
概
況
に
依
れ

に
於
て
は
一
=
二
聞
の
産
業
組
合
銀
行
が
調
査
表
に
現
は
れ
て

ば
、
敏
感
在
る
金
融
市
場
及
通
貨
闘
係
を
明
か
に
反
映
し
て
ゐ



る
。
克
も
多
少
之
と
共
の
擦
準
を
異
に
す
る
が
、
同
様
の
遊
民

は
信
用
銀
行
ご
同
岡
市
在
F
M
a
r
2
2
の
替
業
報
告
の
中
に
も
見
出

さ
れ
る
、
而
し
て
そ
は
外
師
上
線
経
笹
資
本

ミ
口
o
E
E
Z『
仰
向
・

円
お
官
自
H
Z
巴
z

の
増
加
と
た
っ
て
一
話
さ
れ
て
ゐ
る
。
線
経
替
資

本
は
随
0

7

l
二
月
比
於
て
は
六

0
・
六
百
高
田
宮
の
増
加
を

百
寓
同
・
昌
・
だ
け
増
加
し
て
七
四
・
四
百
寓
同
・
冨
・
に
な
っ
た
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
克
も
手
形
裏
書
上
白
偵
務
年
は
初
二
ヶ
月

ι於

て
は
民
釘
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
此
の
減
少
は
流
泊
手
形

の
偵
務
が
減
巾
7

し
た
結
果
で
あ
る
。
次
に
手
形
保
説
及
保
設
偵

示
し
た
が
、

四
月
末
に
は
六
五
・
七
百
商
問
-
z
・
の
増
加
を
示
し

務

(
K
T
E
o
s
ι
出
口
調
門

E
P
Z
G同
5
Z
P
D
同

3
)
は
岡
報
告
月

て
、
-
・
五
九
五
百
高
岡
田
民

K
誌
し
た
ο
か
く
大
増
加
を
示
し
た

原
悶
の
い
正
た
る
も
の
は
貯
譲
別
金
白
川
哨
加
で
あ
る
。
又
品
座
制
山

金
債
務
出
資
額
及
積
立
金
の
増
加
も
見
逃
す
事
が
出
来
た
い
。

報
昔
月
に
於
け
る
蹄
粧
品
百
資
本
の
増
加
に
就
い
て
は
、
年
初

ニ
ク
月
白
髭
艮
に
於
け
る
し
と
同
様
に
、
貸
借
封
照
表
上
の
債
務

ハ回日目別日日官切】一回。ロ

4巾
円

Z
Zロ
n
r
r
宮
百
回
)
が
予
興
す
る
川
犬
で

あ
る
と
共
に
、
叉
乎
形
裏
書
上
の
債
務

(
2
3〈耳
z
z
z
n
r
r
m
T

市
出
〉
も
亦
同
様
に
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。
此
O
貸
借
釘
照
表
上

白
債
務
並
に
手
形
裏
書
上
白
偵
務
白
培
加
は
伸
張
し
た
経
消
状

態
白
反
映
に
外
注
ら
ぬ
。
手
形
裏
書
上
白
債
務
は
三

l
四
月
に

於

τ
一
三
四
二
百
南
国
民
・
か
ら
一
四
八
・
二
百
寓
同
・
冨
-
に
増

加
し
た
に
も
拘
ら
十
、
貸
借
制
限
表
上
白
債
務
は
儲
か
忙
八
・
丸

雑

錐

調
誕
信
用
組
合
の
遅
扶

に
於
て
、
=
一
・
二
百
高
同
買
の
増
加
を
示
し
て
約
=
一
・
六
百
高
岡
・

出
-
K
逮
し
た
が
、
之
に
民

L
て
能
舞
定
則
恥
劃
上
の
債
務
(
4
0
?

同
約
八
卜

二
高
足
・
同
-
だ
け
減
少
し
て
=
一
・
九
百
高
岡
・
戸
と
な
っ
た
。

今
産
業
組
合
銀
行
の
総
資
産
主
一
銀
行
平
均
K
し
て
示
せ
ば

第
二
表
白
示
す
通
り
で
あ
る
。

絡

ま

一
産
業
組
合
銀
行
平
均
概
詑
(
早
位
千
一
7

イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
}

ア
月
末
一
山
崎
一
明
日
」
器
削
円
式
部
副
J
醐
問
責
産
一

一
九
一
三
年
十
二
月
一
一
一
し
孔
『
=
-
、
完
一
、
且
一
、
室
内
!
旦
一
‘
町
民
一
、
一
-

一
九
二
四
年
十
二
月
↑
金
、
呈
実
五
百
一
一
豆
、
主
号
、
A

-
九
二
五
年
十
ニ
月
一
=
虫
、
三
居
内
三
叉
晶
、
=
草
堂
、
A
一

一
九
二
大
年
十
二
月
一
一
回
一
、
=
z
A
向
、
五
古
田
一
三
一
A
三
、
晶

一
丸
ニ
七
年
十
ニ
月
一
吾
、
旦
幸
一
三
金
豆
一
、
口
一
豆
、
口

-
九
ニ
λ
年
六
月
一
一
A
一
一
、
口
A
四
一
、
亘
書
己
、
豆
一
、
三
A
、
-

第
二
十
丸
昨
日

士
六
七

第
五
続

四
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叫

m
t
h
を
tF
富

E
O
〉

川

り

こ

i
L
C
ι
ー
も
亡
附
1・と

M4L制捜
F
寸

J
Z情。」斗

-
J
d
t
l
-
f
e
u
-

キ

九
-
一
九
年
一
~
月
末
K
は
純
資
昨
は
一
産
業
組
合
平
均
で
約

四
月
末
比
は
百
四
十
寓

百
三
十
両
六
千
回
'
戸
で
あ
っ
た
が

同
・
買
に
達
し
て
ゐ
る
。
之
主
戦
時
一
九
一
三
年
末
の
百
問
十
六

高
岡

Z

K
比
し
て
大
た
る
器
具
は
認
め
ら
れ
た
い
o

恨
令
此

の
四
月
の
一
蹴
算
数
が
後
か
ら
報
伝
せ
ら
れ
る
最
も
小
さ
訟
産
業

組
合
銀
行
の
温
加
に
依
っ
て
共
平
均
披
の
減
小
を
見
る
と
し
て

も
、
金
問
の
傾
向
と
し
て
戦
前
の
状
態
に
著
し
く
接
近
し
て
来

た
事
を
認
め
得
る
で
あ
ら
う
。

(三)

受
働
的
業
務
は
自
己
資
本
主
外
来
資
本
と
に
大
別
せ
ら
れ

る
。
自
己
資
本
は
約
一

0
・
五
百
南
国
冨
の
増
加
を
示
し
て
二

第
二
十
九
巻

七
六
八

第
五
班

四
回

五
0
・
七
一
白
高
岡
・
冨
・
に
逗
し
た
。
前
ニ
ヶ
月
の
著
し
い
地
加
は

年
々
行
は
れ
る
捗
し
い
積
立
金
繰
入
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
正
に
六
・
六
百
高
岡
-
民
-
D
靖
加
E
示
し
た
積
立
金
は
、
今

報
告
月
に
於
て
は
僅
か
に
一
一
一
エ
ハ
百
高
岡
認
の
域
加
に
過
ぎ
左

か
っ
た
。
之
に
反
し
て
組
合
員
の
出
資
額
=
口
2
n
E『
日
出

E
F中

百
ロ
品
。
ベ
ヨ
同
時
四
】

MEm円
ご
は
六
・
九
百
寓
同
・
守
門
白
増
加
を
示
し
て

一
七
六
@
五
百
寓
回
一
v
h
に
出
出
し
た
が
唱
共
の
哨
加
は
前
二
ヶ
月

に
比
し
て
幾
分
多
い
様
で
あ
る
。
自
己
資
本
の
一
産
業
組
合
銀

行
千
均
舗
も
前
二
ヶ
月
よ
り
は
二
寓
二
千
回
・
戸
の
増
加
主
示

し
て
こ
卜
二
寓
六
千
回

-ztた
り
、
著
し
く
戦
前
の
欣
態
に

接
近
し
て
来
た
。
更
に
鴇
資
産
に
射
す
る
自
は
資
本
の
割
合
は

本
年
二
月
末
に
は
一
五
・
七
%
で
あ
っ
た
が
、
開
月
末
に
於
て

も
同
様
に
一
五
・
七
%
を
示
し
て
何
等
裂
勤
は
見
ら
れ
た
か
っ

た
。
之

E
前
年
の
年
初
二
ヶ
月
比
共
次
の
ニ
ヶ
月
よ
り
も
此
自

割
合
が
多
か
っ
た
正
比
し
て
、
本
年
は
反
則
剖
の
現
象
を
示
し
て

ゐ
る
と
い
ム
ベ
き
C
あ
ら
う
。
割
ち
減
少
が
停
止
し
た
と
い
ム

一
品
そ
れ
自
問
が
阪
に
進
歩
を
意
味
し
て
ゐ
る
が
、
若
し
も
減
少



白
停
止
が
更
に
持
続
す
る
・
な
ら
ば
、
必
中
'
や
弐
の
月
に
於
け
る

増
加
企
怠
っ
て
現
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。

共
に
外
来
資
本
に
就
い
て
見
る
に
、
預
金
の
増
加
は
次
第
に

緩
和
せ
ら
れ
て
来
た
。
前
二
ヶ
月
に
於
て
は
預
金
の
増
加
は
八

一
・
九
百
高
岡
三
に
ぜ
し
た
に
釣
し
て
、
本
期
比
於
て
は
預
金

の
増
加
は
僅
か
に
三
九
・
二
百
寓
回
一
戸
に
達
し
た
に
過
ぎ
-
泣
か

っ
た
。
而
し
て
共
の
翻
は
一
一
一
一
一
同
一
・
三
百
商
問
-E
に
速
し
て

み
る
。
貯
稿
預
金
の
内
制
限
付
間
金
は
一
一

0
1ハ
ロ
前
回
レ
円
だ

け
増
加
し
て
著
し
い
現
象
を
示
し
、

共
の
額
は
七
問
二
百
寓

同
三
に
越
し
た
。
之
に
反
し
て
短
期
預
金
の
増
加
は
僅
か
に

五
土
ニ
百
万
回
戸
に
し
て
、
嬰
求
掛
貯
蓄
預
金
は
約
一
六
・
六
百

寓
同
』
戸
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
綿
預
金
現
在
高

中
に
解
約
期
限
付
の
預
金
が
著
し
く
加
は
っ
て
ゐ
る
事
は
、
-
次

の
第
=
一
表
に
於
け
る
貯
蓄
預
金
及
首
座
勘
定
債
務
の
平
均
的
増

加
に
依
っ
て
も
明
か
に
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。

第

表

品
E
託
M
円
高
策
本
平
均
額

(
皐
位
千
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
)

雑

鍬

掲
逸
信
用
組
告
白
近
献

貯

蓄

3

班

画

専

の

市

J

M

主
串
摘

L
帆
川
判
期
臥

H
一
削
定
一
同
組

一
拍
金
一

一
九
一
一
一
一
年
十
二
月
一
一
三
会
昔
、
恒
一
一
三

一
九
ニ
削
年
十
ニ
月
一
車
町
一
一
吉
、
主
一
閉
口

4

九
二
五
年
十
二
同
一
旦
一
主
、
呈
一
完

一
九
二
六
年
士
一
目
一
一
一
芸
一
昔
、
旦
吾
一
回

一
九
二
七
年
士
百
一
一
コ
一
ι

同
三
三
一
量
一
一

一
九
二
八
年
六
月
一

-

L

望

、

旦

き

一
九
二
λ
年
八
月
一

-

u

一

回
H
A
t
一

↑

喜

一
九
‘
一
八
今

r
月

一

一

一

回

先

、

E

-

雲

山

一
九
二
λ

年

十

二

月

一

u
一

青

島

、

生

這
A

一
九
二
九
年
二

H

一
五
一
ヘ
主
表
面
、
生
長
品
五

一
九
二
九
年
同
月
一
同
札
T
A

市
内
巧
量
ユ
金
、

金

末

阿
月
白
町
字
は
槻
算
設
を
慕
曜
と
し
で
算
出
し
た
も
申
で
あ
る

産
業
組
合
中
央
信
用
機
関
に
到
す
る
債
桃

=
P
M
F与
自
宮
山

骨
ロ
問
。

S
E
E
R
E
E
5
5
N
O
Z邑
Z
E
E
E
E己
ERR-と
其
他

の
銀
行
K
劃
す
る
債
棋
が
同
様
に
増
加
し
た
事
は
、
他
面
忙
於

て
債
務
の
増
加
を
意
味
し
て
ゐ
る
、
削
ち
前
二
ヶ
月
に
於
て
は

共
他
白
銀
行
に
劃
す
る
債
務
は
六
・
七
百
寓
戸
民
の
増
加
を
示

第
二
十
丸
春

七
六
九

第
五
都

回
ヨ王



雑

鉱

樹
活
信
用
組
合
の
近
松

し

τ、
所
業
組
合
中
央
信
川
機
関
の
債
務
の
埼
加
が
一
一
備
五
百

高
岡
乙
で
あ
っ
た
に
比
し
て
者
し
い
地
加
を
一
目
し
て
ぬ
一
也
け

れ
ど
も
、
木
村
皆
川
に
於
て
は
産
業
組
合
中
央
信
刷
機
闘
に
封

す
る
仙
務
は
↓
ハ
・
J

ハ
一
山
山
間
戸
だ
付
増
加
し
て
一
止
に
同

0
・一一一

丙
寓
同
ソ
『
-
L

と
た
つ
先
日
骨
、
之
に
反
し
て
共
仙
の
銀
行
に
到
す
ゐ

佑
恥
却
の
均
加
此
ニ
エ
一
一
目
前
回
岳
山
両
に
し
て
、
一
小
く
前
月
之
度
判

め
現
象
を
示
し
二
ぬ
る
。
山
川
北
ハ
他
の

4U納
者
勘
定
に
於
て
は
十
小

期
も
一

0
・
八
百
時
戸
民
で
何
等
の
襲
動
も
見
ら
れ
た
か
っ

た
o

更
に
手
形
裏
書
上
山
債
務
は
〕
阿
・
一
百
高
岡
三
・
の
著
し

い
増
加
を
示
し
た
が
手
形
保
誠
及
保
鐙
依
務
は
一
一
一
・
一
一
百
古
田
・

冨
の
附
加
を
示
し
、
哨
配
拳
定
期
取
引
上
の
債
務
は
多
少
の
減
少

を
示
し
た
事
は
前
に
述
べ
士
一
辿
り
で
品
る
。

(四)

産
業
組
合
銀
行
の
能
働
的
業
務
の
第
一
は
机
合
員

到
す
る

授
信
業
務
で
あ
る
。
中
産
階
級
の
産
業
組
合
銀
行
に
釘
す
る
要

求
が
高
め

ιれ
た
結
川
地
は
、
明
か
に
信
刷
業
務
の
著
し
い
埼
加

ル
」
た
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
モ
れ
は
手
形
項
目
(
毛
向
島
揖
5
2
Z

都
ニ
十
九
谷

第
五
腕

凹
プミ

七
七
O

rcHF与
を
靖
加
せ
し

U
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

恐
ら
く

此
の
現
象
は
、
再
制
引
政
策

E
強
調
す
る
事
に
依
っ
て
相
針
的

一

語

高

官

於

貯

金

聖

堂

貸

付

議

は

著

し

い

情

加

に
共
の
増
加
が
減
ぜ
ら
れ
た
結
果
位
外
な
ら
ね
。
そ
の
代
り
首

を
示
し
て
ゐ
る
。
能
働
的
業
務
に
於
て
は
四
九
・
二
百
高
岡
足

の
大
増
加
を
示
し

τゐ
る
が
、

此
白
増
加
は
短
期
信
用
正
負
ム

所
が
大
で
あ
る
。
削
ち
首
肱
刷
出
金
貸
越

z
寸
。
E
n
E
E
O
E
F
t
-

叫
O

邑
2
同
m
n
E
E岡
崎
町
は
前
二
ヶ
月
に
於
け
る
と
同
様
に
問

0
・

七
百
寓
同
冨
・
の
増
加
を
示
し
て
第
一
位

E
内
め
て
ゐ
る
。
第

三
位
は
前
月
に
反
し
て
読
書
貸
付
及
保
能
貸
付
金
ハ
〈
2
R
E

ω協
同
何
百
ロ
印
の
『
巳

nr岳
2
5一
回
日
間
m

岳山口
2
5
4・
)
が
六
・
五

百
阿
国
戸
の
増
加
を
示
し
て
一
一
・
二
百
時

F
Z
・
と
た
っ
て
ゐ

る
。
手
形
信
則
は
前
月
に
於
て
は
二
一
・
=
一
百
高
岡
田
l
d
'
O
培
加

を
示
し
た
に
反
し
て
本
報
告
月
に
於
て
は
僅
か
に

0
・
四
百
高

岡
戸
の
非
常
に

φ
師
酬
の
増
加
を
一
市
レ
た
に
止
り
、
共
白
総
額
は

二
四
九
・
三
百
高
岡
戸
に
品
記
し
た
。
之
は
明
か
に
同
期
に
於
け

る
手
形
喪
主
百
上
山
債
務
の
靖
加
と
一
定
の
捌
係
に
有
る
事
を
示

し
て
ゐ
る
o
動
産
指
保
信
用
、
-
F
o
E
t
目
安
司
B

Z

K
於
て
は



尺
僅
か
詐
り
り
援
助
を
示
し
た
に
過
ぎ
注
払
っ
た
。

産
業
組
合
銀
行
が
即
時
へ
た
短
朋
信
用
は
二
一
間
五
・
八
百
高

岡
肖
・
か
ら
一
二
九
五
百
寓
戸
民
に
増
加
し
た
が
、
之
に
手
形

謀
者
上
の
債
務
主
包
合
す
札
ば
〕
一
一
一
八

O
百
寓
回
出
か
ら
一

問
問
三
・
四
百
寓
同
昌
広
増
加
す
る
事
に
な
る
。
更
に
又
再
制

引
に
伏
る
信
用
を
加
ふ
れ
ば
、

更
に
た
た
る
前
川
増
加
を
市
す

で
あ
ら
う
o

か
く
の
如
〈
短
期
信
川
は
大
た
ゐ
増
加
を
訴
し
て

ゐ
る
か
、
之
を
一
画
業
組
合
銀
行
内
平
均
に
し

τ見
れ
ば
、
信

川
業
務
に
克
首
し
た
金
制
は
本
年
二

H
末
的
結
算
K
於

τ百
万

寓
同
一
戸
で
あ
っ
た
に
封
し
て
、
問
月
末
の
脳
算
に
於
て
は
百
口

十
一
ハ
寓
九
千
回
包
の
舗
に
越
し
、
正
に
戦
前
の
白
五
高
六
千

回
肖
を
超
過
し

τ
ゐ
る
。
此
の
数
字
古
比
較
す
る
事
に
依
つ

て
、
現
在
調
趨
白
信
川
組
合
が
如
何
た
る
範
闘
に
於
て
信
用
議

紛
陀
従
事

L
て
ゐ
る
か

E
知
主
唱
が
川
山
市
る
で
あ
ら
う
。

共
に
流
動
資
産
に
就
い
て
見
る
に
、
共
の
現
象
は
徐
り
著
し

く
た
い
が
、
流
動
資
産
の
減
少
傾
向
は
硲
寅
に
認
め
ら
れ
る
。

削
ち
前
二
ヶ
月
に
於
て
阪
に
著

L
く
九
・
六
百
高
同
・
胃
の
減
少

を
示
し
た
が
、
本
則
に
於
て
も
亦

0
・
五
百
高
同
・
戸
の
僅
か
で

雑

並主

絹
抽
出
信
用
組
合
目
近
松

は
あ
る
が
誠
中
一
を
示
し
て
一
二
七
・
八
百
高
岡
-
Z
と
な
っ
た
。

本
問
。
減
タ
は
非
泊
に
僅
少
で
あ
る
が
、
共
白
内
部
閥
係
に
於

て
は
夫
々
異
っ
て
ゐ
る
U

帥
ち
産
業
組
合
中
央
信
用
機
捌
に
劃

す
る
債
権
は
六
・
五
百
高
岡
冨
。
の
著
し
い
減
少
を
示
し
て
五

八
・
八
百
高
岡
冨
・
に
な
っ
た
が
、
之
に
反
し
て
現
金
及
共
他
の

銀
行
に
制
す
る
情
械
は
夫
々
増
加
し
て
、

現
金
は
二
穴
・
九
百

寓
同
戸
共
他
の
銀
行
に
封
す
る
依
捕
は
問
・
二
百
寓
戸
ピ
-
江

詰
し
た
o

前
二
ヶ
月
に
於
て
は
之
L
C
全
く
反
到
の
側
向
を
示
し

て
、
現
金
及
共
仙

ω銀
行

κ剖
オ
ゐ
仙
椎
拡
誠
少
し
、
産
業
組

合
巾
犬
伝
川
機
胤
に
釘
す
る
舗
舗
が
増
加
を
一
一
小
し
て
ゐ
た
。

最
後

ι品
川
抵
古
川
冊
信
加
が
三
・
九
百
南
国
・
戸
だ
け
増
し
て
五

四
工
一
百
寓
同
・
旨
に
な
っ
た
事
・
手
持
有
川
旧
世
務
の
現
在
等
が

二
百
宜
両
国
出
の
増
加
を
示
し
て
三
八
・
=
一
百
高
戸
戸
に
な
っ

た
事
、
並
に
設
仙
資
産
が
新
し
〈
=
-
・
七
百
両
国
民
増
加
し
て

四
九
・
五
百
商
問
・
邑
陀
達
し
た
事
を
特
竿
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(五)

以
上
に
於
て
大
惜
産
業
組
合
銀
行
白
成
績
を
胤
制
し
得
た
主

第
二
十
九
容

七
七

第
五
貌

四
七



雑

鈍

調
抱
信
用
組
合
の
抵
枇

思
品
か
ら
、
失
比
此
が
鼠
の
流
動
性
〈
ロ
宮
丘
町
神
宮
)
如
何
を
考

察
し
て
見
た
い
。
+
引
に
第
四
表
に
一
吊
す
流
動
性
は
、
既
に
吾
k

月

末

第
二
十
九
谷

七
七

第
古
城

一
四
八

の
選
抜
信
用
組
合
に
鈎
し
て
年
鑑
が
採
用
し

τゐ
る
形
式
に
倣

産
業
組
合
銀
行
。
流
動
性
(
車
位
千
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
)

っ
て
算
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
表

右
の
表
に
示
さ
れ
た
絶
釣
撒
は
そ
の
時
々
報
告
せ
ら
れ
た
信

F

一

一

一

第

一

次

流

動

資

本

ガ

一

組

流

動

費

本

一
ず
一
安
旦
時
械
動
資
本
一
葉
抑
債
且
外
来
設
す
誌
求
抑
ず
車
資
本
一
純
資
時
一
拙
求
抽
」
建
資
本
官
費
時

-
丸
ニ
七
年
士
百
一
一
口
一
三
三
一
呂
↑
号
室
一
志
一
、
禁
止
円
、
口
晶
一
一
、
主
同
士
、
一
吾
、
呈
一
司
会
一
一
九
・
五
九
一
匂
-
完
了
門
司
・
之
官
一
日
・
品
一

丸
二
八
年
一
月
一

u
九、口
A
1
3
2
一
活
向
、
口
合
一
時
一
言
、
回
一
A

宅
一
吋
玉
三
日
J
ムハ
4
4一ハU
一

日
L
M

千
百
平
者
一

九
二
八
年
四
H
一
色
、
先
一

z函
、
会
且
一
旦
証
人
、
一
一
、
宝
也
、
三
二
、
云
岡
、
H

A

G

-

子
亘

A

・
室
幅
二
豆
受
・
三
一
一
邑
・
主

九
二
八
年
六
月
一
一
塁
.
由
A

F

z

h

晶、金且一

8

A

、A
八
一
一
、
一
丙
岡
、
主
主
一
、
同
士
、
A

一
七
一
宇
芸
人
・
同
一
世
・
三
室
・
口
盟
口
口
金

丸
二
一
丸
年
八
月
二
一
八
、
宍
邑
同
ロ
ヨ
一
、
吉
宗
一
-
一
口
、
宕
一
一
一
、
当
一
ヌ
、
4

士
、
五
吾
、
車
重
一
向
・
邑
一
九
占
午
匂
・
42

内
向
・
一
三
ヨ
ロ
・
岳
午

九
一
一
ヰ
十
月
一
=
目
、
豆

2
、
皇
室
一
、
主
-
、
霊
、
主
一
、
室
、
言
一
角
・

2

2

L

T
，
宗
・
主
主
口
・
去
一

舟
ニ
入
年
古
一
月
一
-
宅
、
一
三
口
里
見
、
垂
孟
耳
昔
、
同
盟
-
、
自
室
、
ジ
士
、
一
門
会
、
一
宅
一
言
・
塁
コ
・
宣
九
-
E

一
夫
ん
九
一
一
三
一
-hx-

九
二
九
年
二
月
二
塁
、
主
回
宗
、
さ
三
士
一
豆
、
z
一4

一
、
扇
宅
金
己
一
』
豆
、
歪
己
量
・
室
内
・
量

A

圭一一九一主・
8
一一三一・毛一

丸
二
九
年
四
月
↑
=
唱
え
室
、
間
五
民
、
雪
、
首
雪
量
J

重

量

・

2
2
2
2
4
f百・
造

用
組
合
の
数
字
忙
依
っ
た
も
の
で
、
犬
同
胆
精
算
で
あ
る
が
、
只

本
年
同
月
白
数
字
は
概
算
で
あ
る
か
ら
、
共
の
数
字
が
他
の
一
撤

字
に
封
し
て
少
k
h肝
心
は
首
然
で
あ
る
。
共
に
第
一
次
流
動
資

本
〈
円
{
』
旦
骨
自
古
色
吋
。
同
L
P
E
同
)
と
は
現
金
、
護
保
銀
行
に

資

タ4
日
正
・
手
品

-ayl

ヨ

〕

p

l
ド

M

一豆・向島

-五・色一

三日・ロ(国

昌
子
品
ん
一

一弔・き-

-z-
・-口一

三戸、・コ菖
;
!
 

封
ず
る
償
構
、
及
銀
行
償
棋
を
意
味
し
、
細
流
動
資
本
は
第
一

次
流
動
資
本
に
手
形
及
有
償
龍
祭
主
加
算
し
た
も
白
で
あ
る
。

更
に
要
求
掛
債
務
主
は
要
求
梯
預
金
及
営
陣
勘
定
預
金
、

有
の
債
世
田
、
銀
行
債
務
並
に
小
切
手
を
包
含
す
る
も
の
で
あ

る。

国



右
の
表
に
依
っ
て
見
れ
ば
第
一
式
洗
助
資
本
の
誕
求
梯
債
務

に
到
す
る
割
合
は

一
九
二
七
年
末
ニ

0
・
五
一
一
%
を
示
し

τ

共
後
一
時
命
激
に
減
少
し
て
一
四
・
七
一
%
止
な
っ

た
が
、
漸
次
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
一
丸
二
八
年
を
移
っ
た
。

本
年
二
月
以
来
臨
削
減
の
傾
向
を
示
L
て
問
月
末
比
於
て
は
こ

主

主

1
、

t
r由

-問一

E
示
し
て
ゐ
る
。

之
'
と
同
様
の
何
向
は
綿
流
助
資
木

の
要
求
釧
偵
務
忙
約
す
る
削
A
u
k
於
て
も
認
め
ら
れ
る
。
而
し

て
本
年
間
月
末
に
は
共
の
制
合
同
七
バ
・

O
七
%
を
一
目
し
て
ゐ

る
。
本
年
間
月
比
付
知
一
攻
仙
川
副
資
本
山
外
来
資
本
に
釘
す
る

制
合
は
九
・
五
↑
V
A

純
流
助
資
本
的
外
来
資
本
に
到
す
る
制
ム
口

は一ニ

0
・九

O
Z忙
上
り
、
買
に
栂
資
産
に
射
す
る
削
合
は
第

一
次
械
動
資
本
に
於
て
は
八
・

o一
%
、
綿
流
動
資
本
に
於
て

は
ご
六
・

O
川
町
刈
陀
-
な
っ
て
ゐ
る
。

金
問
忙
お
て
見
る
忙
産
業

組
合
銀
行
の
流
動
性
は
近
来
そ
れ
が
恨
令
僅
か
注
減
少
で
あ
っ

た
・
と
し
て
ゐ
減
少
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
。
四
月
K
於
て
も
同

様
に
流
動
性
白
誠
心
J

が
現
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
惜
か
に
現
在

の
粧
消
欣
態
の
著
し
い
象
徴
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
枕
訓
怯

を
之
に
相
臨
す
る
去
年
白
政
宇
に
比
較
し
て
見
れ
ば
、
本
年
比

雑

鋒

禁
漁
制
此
に
つ
い
て

於
亡
は
流
動
位
。
快
勝
ほ
著
し
く
改
普
せ
ら
れ
た
事

E
知
り
得

5t:1礼tswi:;sー

Ilitik 

る
で
あ
ら
う
。


